
1.転倒防止工事（アンカー工事）を必ず行ってください。
2.風の強い日の組み立ては避けてください。
3.ユーザーの組み立てはなるべく２人以上で行ってください。
4. 30kg以上の梱包や部材の運搬は、２人以上で行ってください。
5.組み立て時は、ヘルメット・手袋・長袖シャツなどの保護具や脚立等を使用してください。
6.組み立て中は部材の転倒防止のために、つっかい棒やロープなどを使用してください。
7.組み立て途中で放置しないでください。　

組み立てにあたっての注意事項

FL-1_2306c

  このたびは、イナバ物置「フォルタ」をお買い上げくださいまして誠にありがとうございました。
私たちは、この製品の開発にあたって「良いものを安く」をモットーに、苦心して作り上げました。

どうぞ末永くご愛用いただきますようお願い申し上げます。
なお、この製品の組み立て、ご使用にあたっての注意についてご説明いたしますので、かならずお読みください。

組立説明書の基礎・転倒防止工事（アンカー工事）については標準的施工方法とします。
組立説明書と異なる施工を行う場合は、予め当社にご相談ください。

イナバ物置 組立説明書【FL-W3,3.4】

当該機種には、製品及び施工の瑕疵並びにその瑕疵に起因する損害に係る優良住宅部品瑕疵担保責任保険・損害
賠償責任保険が付されています。 組立説明書等で指示された施工方法を逸脱しない方法で施工を行った者は、上記
保険の被保険者として、施工に関する瑕疵担保責任及び施工の瑕疵に起因する損害賠償責任を負う際には保険金の
請求ができます。詳細は、当社及び一般財団法人ベターリビングのホームページをご参照ください。
( http://www.inaba-ss.co.jp/　または http://www.cbl.or.jp/ )

写真はFL-1518SL-3

(Ｎ：連棟数，単位：mm)
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組み⽴てにあたって、部品の共通性・互換性を持たせるために、取り付け⽳が
余分にあけてあります。相⼿に⽳のない所はボルト締めの必要はありません。
各取り付け⽳は、組み⽴てを容易にするために余裕を持たせてあります。⽚寄
った締め⽅をすると、部品が⼊らなかったり⽳が合わない場合がありますので、
この場合はネジをゆるめ調整してください。

1.基礎施工

組立順序のご説明

1

ＦＬ－１４１４ＳＬ ＦＬ－１４１５ＳＬ

ＦＬ－１４１８ＳＬ ＦＬ－１４２２ＳＬ

ＦＬ－１４２６ＳＬ

⽔盛り･遣り⽅にしたがって根伐･砂利等で地固めをし、下図のように基礎を作ります。
※この説明書における基礎は標準施工図面です。強風地、軟弱な地盤、寒冷地等は、地域の実情に合わせた基礎に

　　 して下さい。

※基礎の水平がとれていない場合は、戸当たりが悪くなったり、雨もり等の原因になることがあります。

安全確保のため、転倒防止工事には十分注意してください。　

…アンカーボルト位置を示す …床下換気口を示す C.B…コンクリートブロックを示す 

［単位：mm］

　

a,b,c…屋根の出幅を示す(a=40,b=85,c=65)

…扉面を示す

!

アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

注意

…屋根のラインを示す
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2

ＦＬ－１５１５ＳＬ ＦＬ－１５１８ＳＬ

ＦＬ－１５２２ＳＬ ＦＬ－１５２６ＳＬ

基礎詳細

基礎断面 A-A'断面
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※別途手配品

※基礎天は面取しないでください

D10

※アンカーボルト

※ワッシャー1枚

　 ナット2個

M10×160以上

(M12でも可)
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【奥行1790㎜以上の場合、下記①～④の組立が必要になります】
①棚支柱Jをボルトとネジ板Bで取り付けます。
②棚支柱ＣJを棚支柱Jの上下の角穴に差し込みます。
③棚支柱ＢNをＣJとボルトで取り付けます。
④棚フックを棚支柱と壁パネル(正面パネル)に引っかけ、棚板を取り付けます。

棚板

棚フック棚フック

④

FS-1422SL
FS-1522SL

FS-1426SL
FS-1526SL

FS-1418SL
FS-1518SL

02
450×1273㎜

02
450×1273㎜

40
450×1216㎜

40
450×1216㎜

02
450×1273㎜

02
450×1273㎜

36
450×796㎜

36
450×796㎜

01
450×853㎜

01
450×853㎜

36
450×796㎜

36
450×796㎜

棚板配置

FS-1414SL
FS-1415SL
FS-1515SL

棚支柱BN

棚支柱J棚支柱J

ネジ板B棚支柱CJ

①

②②

③③

M6ボルト：4本
ネジ板B：1枚

）段2は板棚（。いさだくてっなこおをけ付り取の板棚、し認確を置位の板棚の種機当該。すまりな異が板棚りよに種機

ネジ板B
棚支柱J棚支柱J

正面パネルをつけないほう

鴨居カバー

（正面パネル）

M6ボルト：6本
ネジ板：2枚

18.鴨居カバー取付（補強セットの場合）
柱前と鴨居をとめているボルトを左右１本ずつ はずします。
鴨居カバーを内側からはめ込み、①～③の順番にボルトで取り付けます。
※①のボルト（2本）は正面パネルをつけないほうに とめます。

17.右開き（逆開き）にする場合の部品の付け替え
※耐風・耐震補強セットの場合は、全棟の扉を同じ開き方向に統一してください。
①扉前、扉中についている戸車とスライダーのボルトをはずし、上下を入れ替えます。
②キャッチをはずし、付け替えます。
③鴨居についている上部ラッチと上部ラッチ穴カバーのネジをはずし左右を付け替えます。
　取り付けの際はツメを引っ掛けて取り付けます。

※扉中も同様に付け替え(扉中にはキャッチはありません)
左右付け替え

スライダー

戸車

上部ラッチ上部ラッチ 上部ラッチ穴カバー上部ラッチ穴カバー

ネジをはずすネジをはずす

ツメツメ

ネジをはずすネジをはずす

キャッチ

キャッチ

ネジをはずすネジをはずす

ツメツメ

柱前

はずす

鴨居
柱前

とめなおす

鴨居カバー

鴨居

【はずさない】

※①

16.棚板取付・（奥行1790㎜以上の機種の場合）棚支柱取付

側面棚 正面パネル側に取り付けます






